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腎孟 Invertedpapillomaの 1例
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Inverted papilloma of the upper urinary tract is a rare lesion. To our knowledgeラ wereport here 

the 32nd case of inverted papilloma of the renal pelvis. 

A 50-year-old man presented with asymptomatic gross hematria. Excretory urography showed 

a filling defect in the left upper calyx. Computerized tomography showed a poorly enhanced low-

density area within the renal pelvis. Since radiographic findings suggested a renal pelvic tumorラ the

patient underwent total nephroureterectomy. Unexpectedlyラ a3 X 2.5 cm polypoid tumor of the renal 

pelvis was consistent with inverted papilloma. 

Since this benign lesion is extremely rare within the upper tract and its radiographic characteristics 

closely resemble those of urothelial carcinomaぅ thepreoperative diagnosis of inverted papilloma of the 

upper tract cannot be conclusively established even by modern imaging techniques. TherefOlモラ

treatment consistent with that for urothelial carcinoma should be applied in this disease entity. 

(Acta Urol. Jpn. 45: 759-761う 1999)
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緒日

尿路の内反性乳頭腫(invertedpapilloma)のほと

んどは勝目光頚部と三角部に発生し，上部尿路とくに腎

孟に発生することはきわめて稀で1) われわれが調べ

得たかぎりでは現在までに31例の報告をみるに過ぎな

い.今回われわれは文献上第32例目となる腎定 ln-

verted papil10maの経験を報告する.

症 例

: 50歳，男性

主訴:肉眼的血尿

既往歴:特記事項なし

家族歴:父親に肺癌，母親に咽頭癌

現病歴:1996年 7月，肉眼的血尿に気付き近医を受

診し，排油性尿路造影で左腎孟腫場を疑われて当科を

紹介された.

入院時現症:理学的所見に異常を認めず.

入院時検査所見:検尿にて顕微鏡的血尿を認める

が，尿細胞診は Papanicolaouclass 1から 11.

時脱鏡所見:勝脱内に異常所見を認めず.

画像所見:排法性尿路造影では左腎孟腎杯の上半分

に陰影欠損を認めるが，上部尿路に拡張所見はない

(Fig.l). 尿管，勝脱には異常所見を認めない.逆行

性腎孟造影は尿管カテーテルが挿入できず施行しな

Fig. 1. Excretory urography shows a filling 
defect in the left upper calyx. 

かった.腹部単純 CTスキャンにて左腎孟内に

質とほぼ isodensityの構造を認めるが，造影剤の投

によっても同部位は造影されなかった (Fig.2). 

以上の所見より左腎孟の移行上皮癌が最も疑われる
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Fig. 2. Abdominal CT with contrast enhance-
men t shows a poorly enhanced mass 
within the left renal pelvis. 

Fig. 3. Nephrectomy specimen reveals a 
grayish white 3 X 2.5 cm polypoid le-
sion protruding from the renal pelvis. 

Fig. 4. Microscopic examination of the lesion 
shows an inverted configuration co-
vered by attenuated urothelium. H & 
E， reduced from X 200. 

ため，同年 7月29日左腎尿管全摘術に加え，左腎菜部

と傍大動脈リンパ節の郭清を行った.

摘出標本:肉眼的には腎孟内の腫蕩は表面平滑でポ

リープ状，灰白色で大きさは 30X25mmであった

(Fig. 3). 病理組織学的には腫蕩の表面は薄い正常移

行上皮に覆われ，上皮細胞索が内方に向かつて増殖

し，核の異型や細胞分裂像は認められなかったため

(Fig. 4)，腎孟に発生した invertedpapillomaと診断

した.

考 察

尿路の invertedpapillomaは1963年に Pottsと

Hirstが通常の乳頭腫と逆の内反性増殖を示す跨脱麗

傷を finvertedpapilloma of bladderJとしたのが最

初であるが2) 病理組織学的には1927年 Paschkisが

f adenoma-like polyps in the bladderJとして報告し

たものと同一である 1) 本麗:蕩は全尿路臆傷の約 2%

を占めるとされ，そのほとんどが跨脱頚部と三角部に

発生する 1) 上部尿路とくに腎孟での発生は稀で，わ

れわれが調べ得たかぎりでは腎孟の invertedpapillo-

maは1974年の Matzら3)の報告に始まり，現在まで

に白験例を含め32症例の報告を数えるのみで，そのう

ちの l例は死後の剖検で発見されたものである.年齢

は34歳から89歳の中高年で(平均63歳)，男女比は

10 : 1と明らかに男性に多いが， は認められな

かった.

inverted papillomaの32例のうち，所見の記

載のあったもののすべてで肉眼的あるいは顕微鏡的な

血尿を認めているが，尿路閉塞によると思われる疹痛

を訴えたとされるのは 7例のみである.つまり， ln-

verted papillomaに特徴的な症状や所見はなく，内

視鏡所見や尿中細施診も尿路上皮癌との鑑別には有用

とは考えられず1) その診断は病理組織学的所見以外

にはきわめて難しし'0

inverted papillomaの治療をその術前診断か

ら検討してみると (Table1)，剖検の 1例と記載のな

い2例を除く 29例のうち26例 (90%)が尿路上皮癌と

術前診断され，その結果19例(19/26，73 %)で腎尿

管全摘術が施行されている.尿路上皮癌の術前診断で

腎保存手術が施行された 7例のうち 2例では low

stage， low gradeの尿路上皮:腐との判断で積極的に

腎保存手術が選択されたが(内視鏡的切除 1例7) 部

分切除 l例8))，残りは単腎症例の 2例と対側を腎尿

管全摘した 3例(対側の尿路上皮癌 2例，両側の ln-

verted papilloma 1例)であった.一方，内視鏡下

の生検あるいは術中の迅速病理検査により inverted

papilloma の術前診断が得られた 3 例4~6) ではすべて

腎保存手術が施行された.つまり，下部尿路腫蕩に対

するのと同様に，上部尿路腫療においても根治手術前
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Table 1. Preoperative diagnoses and treat-
ments in 32 patients with inverted 

papilloma of the renal pelvis 

尿路上皮癌

治療:腎尿管全摘術 19例

腎保存手術

部分切除術

10w grade， 10w stage腫蕩として 1例

単腎症例 2例

対側腎尿管全摘のため 3例

内視鏡下切除術

10w grade， 10w stage腫楊として l例

Inverted Papilloma 

治療:腎保存手術

部分切除術 2例

内視鏡下切除術 i例

剖検時に診断 1例

不明 2例

の組織学的診断と lowstage， low grade腫場への臓

器保存手術が積極的に行われた場合にのみ inverted

papillomaでも腎保存手術が可能であった.

尿路の invertedpapillomaの予後をみてみると尿

路上皮痛の合併頻度が高く，前癌状態、が疑われる

が1) その良性の組織学的所見に加え，多発性の発生

が稀であること，再発率がきわめて低いこと，進行性

がないことより，良性腫傷として治療，経過観察され

るのが一般的である 1) しかし，上部尿路の inverted

papillomaについては(1)発生頻度が著しく低いこ

と， (2)画像診断や内視鏡所見からは尿路上皮癌と鑑

別できないこと， (3)悪性所見を持つ invertedpapil-

lomaや invertedpapilloma類似の移行上皮癌の報告

があること 1)から，現在のところその治療については

尿路上皮癌として取り扱うのが実際的と考えられる.

上部尿路の invertedpapillomaに対する不必要な根

治手術を回避するためには，上部尿路の lowstage， 

low grade移行上皮癌が跨脱腫傷と同様に内視鏡下に

診断，治療されるようになるのを待たねばならない.

761 

高吉 五ロ
z
z
ロ

腎孟に発生した invertedpapillomaの 1例を報告

し，自験例を含めた32例につき考察を加えた.術前の

腎孟 invertedpapillomaの診断は甚だ国難であり，

治療の選択などにおいては現在のところ移行上皮癌と

同様な取り扱いが適当と考えられる.

本論文の要旨は第259回日本泌尿器科学会福岡地方会にお

いて発表した.
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